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研究成果の概要（和文）：　本研究では、専門職ではなく総合職としての大学職員の現状と可能性について分析
と検討を行った。第一の知見として、現場職員の間では、難度の高い新規課題への対応にあたり、専門職の導入
ではなく職員のイニシアチブのもとで対応すべきとの意見が多く見られた。第二に、特定の専門職を前提としな
い職員の強化に向けた施策が展開されている一方で、現場を見ると、依然としてルーティン作業が中心のままで
あり、必要とするサポートが不足している。つまり活躍機会と支援が欠如した状態にある。第三に、建学の精神
によって基礎づけられることにより、総合職としての大学職員が、価値創出に向けて積極的に貢献する道筋が見
出された。

研究成果の概要（英文）：   As a core staff of university management, which is required to advance 
further, how should university administrative staff do work is still discussed in policy debate in 
Japan. In this study, current status and possibilities of university administrative staff, not as a 
professional staff but as a comprehensive work, are discussed. 
   At first, it is found that working on difficult new task, "comprehensive work" model is preferred
 to "professional staff" model by incumbent university administrative staff much more. Second, 
although policy for university administrative staff to empower has been going on, but much of their 
job is still routine and workplace supporting system is yet insufficient. Third, it is available for
 the spirit of foundation to be a main cornerstone for comprehensive work to  create new value. 

研究分野： 高等教育

キーワード： 大学職員　大学マネジメント　建学の精神　SD
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　近年、高度化する大学のマネジメントを担うことが期待されている職員を強化するための施策が展開されてき
た。しかしながら今回の調査を通じて、現場レベルでは依然として業務の中心はルーティンであり、SDについて
も有効に機能しているとは言い難い実態、運用レベルでの大きな問題が起きていることが明らかになった（学術
的意義）。
　総合職としての大学職員が、建学の精神によって基礎づけられた価値創出を実現するための戦略に繋がる重要
な知見を得た。現在、これをさらに精錬させることにより、大学職員による価値創出を可能とする方法の開発に
取り組んでいる（社会的意義）。
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調査対象 日本国内の大学に勤務する事務系職員
（技術技能系、医療系、教務系職員を除く）

サンプリング 登録モニター1,447名に対して、回収目標400名
回収数 400名
調査期間 平成31年2月
調査方法 インターネットモニター調査
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業務内
業務外

　軽度 重度
定型的・標準
化業務 ①定型作業 ②軽度習熟

業務
③重度習熟
業務

創造的業務
（未手順化）

⑤公式
プロジェクト

⑥自発的
取組み

通常業務の範囲内
通常業務
範囲外単純 煩雑度
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